
物  質  名 メチルエチルケトン ＤＢ－48 
別  名 2-ブタノン 
CAS 番号 78-93-3 
PRTR 番号 － 
化審法番号 2-542 

構 造 式 
 

 

分子式 C4H8O 分子量 72.11 
沸点 79.5℃ 1) 融点 －86.6℃ 1) 
蒸気圧 9.06×10 mmHg（25℃、実測値）2) 換算係数 1 ppm = 2.95 mg /m3（25℃） 
分配係数（log Pow） 0.29（実測値）3) 水溶性 2.23×105 mg/L（25℃、実測値）4)

急急急    性性性    毒毒毒    性性性    
 
 動物種 経路 致死量、中毒量等  
 マウス 経口 LD50 3,000 mg/kg 5)  
 マウス 吸入 LC50 32,000 mg/m3 (4hr) 5)  
 ラット 経口 LD50 2,737 mg/kg  5)  
 ラット 吸入 LC50 23,500 mg/m3 (8hr) 5)  

 

中中中    ・・・    長長長    期期期    毒毒毒    性性性    

・ラットに 0、3,700、7,430、14,870 mg/m3 を 90 日間（6 時間/日、5 日/週）吸入させた結果、14,870 
mg/m3 群で一過性だが有意な体重増加の抑制がみられ、肝臓重量、腎臓相対重量の増加、脳、

脾臓重量の減少、血糖値や ALP、K の増加と GPT の低下、平均赤血球ヘモグロビン量の増加

に有意差を認めたが、神経機能検査や神経組織を含む主要臓器の組織に異常はなかった 6, 7) 。

この結果から、NOAEL は 7,430 mg/m3（ばく露状況で補正：1,327 mg/m3）であった。 
・ラットに 0、29,500 mg/m3 を 15 週間（7 時間/日）吸入させた結果、29,500 mg/m3 群では上気

道の強い刺激作用がみられたため、数日後から 17,700 mg/m3 に減らして継続したところ、運

動機能障害はみられなかったが、7 週目に 5/5 匹が死亡し、全数で重度の気管支肺炎の症状が

みられた。また、17,700 mg/m3 群で体重増加の抑制、吸入時に興奮や嗜眠、吸入後に運動失

調や歩行障害が短時間みられたが、いずれも軽度のものであった 8) 。 
・ラットに 0、590 mg/m3 を 24 週間（12 時間/日）吸入させ、0、4、12、16、20、24 週目に体重、

運動神経伝導速度（MCV）、遠位運動潜時（DL）、混合神経伝導速度（MNCVs）を測定し

た結果、4 週目に MCV、MNCVs の有意な増加と DL の有意な減少を認めたが、その後は一

貫して有意な変化はみられず、神経組織にも異常はなかった 9) 。また、3,319 mg/m3 を 5 ヶ月

間連続吸入させた試験でも神経組織への影響はなかった 10) 。 

生生生    殖殖殖・・・発発発    生生生    毒毒毒    性性性    

・ラットに 0、1,215、2,956、8,865 mg/m3 を妊娠 6 日目から 15 日目まで（7 時間/日）吸入させ

た結果、8,865 mg/m3 群で体重増加の抑制と飲水量の増加を認めたが、肝臓重量や摂餌量、着

床数や生存胎仔数、胎仔の体重や頭臀長、奇形の発生率などに影響はなかった。しかし、8,865 
mg/m3 群の胎仔で頭蓋骨の骨化遅延の発生率に有意な減少、頚椎の骨化遅延と過剰腰肋の発

生率に有意な増加を認めた 11) 。この結果から、NOAEL は 2,956 mg/m3（ばく露状況で補正：

862 mg/m3）であった。 
・マウスに 0、1,174、2,980、8,909 mg/m3 を妊娠 6 日目から 15 日目まで（7 時間/日）吸入させ

た結果、8,909 mg/m3 群で肝臓、腎臓の相対重量に有意な増加を認めたが、腎臓相対重量の変



化は 1,174 mg/m3 群とほとんど差がなかった。着床数や生存胎仔数、吸収胚、奇形などの発生

率に有意差はなかったが、8,909 mg/m3 群で胎仔（雄）の体重は有意に低く、骨格変異（胸骨

分節の異常配列）の発生には有意な増加傾向がみられ、8,909 mg/m3 群の発生率は有意に高か

った。なお、親への影響は未経産の雌を同時間吸入させた場合にも同様にみられた 12) 。この

結果から、NOAEL は親及び胎仔で 2,980 mg/m3（ばく露状況で補正：869 mg/m3）であった。

・ラットに本物質の代謝前駆体である 2-ブタノールを 0、0.3、1、3％の濃度で交尾前 8 週から

雄には交尾期間、雌には授乳期間を通して飲水投与する計画の二世代試験では、3％群で仔

（F1）の生存率低下と体重増加の抑制がみられたため、生後 10 日目から親への投与を中止し、

離乳後から 2％に変更して継続した結果、親世代では 3％群の F0、2％群の F1、仔世代では 1
％以上の群の F1、2％群の F2 で体重増加の抑制を認めたが、交尾率の低下が 3％群の F0 雄で

みられた以外には、繁殖成績に影響はなく、骨格変異などの発生増加もなかった。なお、2
％群の F1 雄で雄ラットに特有な腎症による影響が腎臓でみられた 13) 。この結果から、2-ブタ

ノールの NOAEL は親で 1％（1,771 mg/kg/day）、仔で 0.3％（594 mg/kg/day）であった。 

ヒヒヒ    トトト    へへへ    ののの    影影影    響響響    

・眼、皮膚、気道を刺激する。眼に付くと発赤や痛みを生じ、吸入すると咳、眩暈、嗜眠、頭

痛、吐き気、嘔吐を生じ、経口摂取ではその他に意識喪失を生じる 14) 。 
・ボランティアに 590 mg/m3 を 4 時間ばく露させた実験を含む一連の吸入ばく露実験では、喉

の刺激症状の訴えに有意な増加はなく、精神運動や感覚運動、精神状態に関する一連の検査

結果にも有意な変化はみられなかった 15, 16, 17) 。590 mg/m3 の 4 時間ばく露でさえ、喉の刺激

や吐き気という訴えはあったものの、有意差を示した訴えは強い臭気に限られた 17) 。 
・本物質を誤飲した 47 才の女性では、入院時に意識不明、換気亢進、重度の代謝性アシドーシ

スがみられ、血漿中の本物質は 950 mg/L、乳酸塩は 1,290 mg/L であったが、重炭酸ナトリウ

ムの点滴で明らかな改善がみられて 12 時間後には意識も回復し、1 週間後に退院した 18) 。 
・ナイジェリアの靴工場の調査では、神経系への影響が皮革部門の労働者（43 人）に多くみら

れ、頭痛、睡眠障害、眩暈、眠気のオッズ比は有意に高かった。同部門では主に本物質と皮

革ダストにばく露されており、本物質の取り扱いは同部門に限られたことから本物質の関与

が示唆されたが、他の溶媒の使用もあった 19) 。 
・本物質のみを含むケーブル被覆用ラッカーの準備作業に長年従事していたケーブル工場の労

働者 41 人（対照群 63 人）の調査では、職場の本物質濃度は 149～342 mg/m3 の範囲にあり、

気分障害や易刺激性、記銘力障害、睡眠障害、頭痛、眼や上気道、皮膚の刺激、リュウマチ

様の痛み、食欲減退などの自覚症状が高率にみられ、心理検査では多様な神経症的症状が主

要な所見であった。また、正中神経、尺骨神経、腓骨神経で運動神経伝導速度の低下と近位

潜時の増加などに有意差がみられたが、臨床化学検査に異常はなかった。著者らは神経伝導

速度については更なる検討が必要とした上で、許容濃度を 200 mg/m3 未満に下げることを提

案したが 20, 21) 、報告や検討の内容に対する不備が指摘されている 22) 。 

発発発    ががが    んんん    性性性    

IARC の発がん性評価：評価されていない。 

許許許    容容容    濃濃濃    度度度    
 
 ACGIH 23)  TLV-TWA 200 ppm (590 mg/m3)  
 日本産業衛生学会 24) 590 mg/m3  
 



暫暫暫    定定定    無無無    毒毒毒    性性性    量量量    等等等    ののの    設設設    定定定    

 経口ばく露については、暫定無毒性量等の設定はできなかった。 
 吸入ばく露については、マウスの生殖・発生毒性試験から得られた NOAEL 2,980 mg/m3（胎

仔の低体重、骨格変異）を採用し、ばく露状況で補正した 869 mg/m3 を暫定無毒性量等に設定

する。 
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